
福島県立郡山萌世高等学校
令和５年１月

１　学校の概要

　①郡山市駅前２－１１－１（ビッグアイ８～１４階）

　②学級数：１４　生徒数：２９２（定時制課程　令和４年５月１日現在）

　③学校図書館の蔵書数：１４，６８７冊（令和３年５月１日現在）

　本校は、郡山駅前の高層ビル「ビッグアイ」の中にあり、定時制課程（昼間主コース・

夜間主コース）と通信制課程のある単位制の高校です。図書館は９階に位置し、両課程の

生徒・職員および社会人の科目履修生が利用できます。昨年度開館日数は２０７日で、

“いつでも利用できる図書館”です。

　　★図書館の様子

　　★図書の利用

　　　蔵書のほぼ１００％がデータベース化されており、パソコンでの蔵書検索、貸出、返却、予約等の

　　手続きを、常駐している司書か当番の図書委員の生徒が行います。司書の勤務時間外にはこのパソコ

　　ンでの手続きはできませんが、夜間の遅い時間帯の授業でも図書館を活用してもらえるよう専用の貸

　　出票を作成し、担当教員と連携しての貸出対応を行っています。

　　★リクエスト・相互貸借　～「読みたい！」「知りたい！」に応えます～

　　　カウンターにリクエスト用紙を設置し、生徒・教員からの購入希望を随時受け

　　付けています。教員に対しては、年２回の希望調査も行っています。購入が難し

　　い場合や時間がかかる場合は、福島県立図書館や郡山市図書館、「福島県高等学

　　校司書研修会県南部会会員校図書館の相互協力に関する協定」参加校の蔵書をお

　　借りし、できる限り迅速に本を提供するよう努めています。

　　

本と人と、出会い、つながる図書館をめざして

グループでの作業がしやすい6人がけのテーブル 集中して勉強できる個人スペース 2～3人でくつろぐのにちょうどいい円形テーブル

窓から外を見てみると…

9階にあるため、眺めはバツグン！す

ぐ下に郡山駅が見え、向こうには郡山市

内が一望できます。夕方以降は夜景も楽

しめます。

学校キャラクター

「萌使ちゃん」
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２　館内展示

　話題の本や人気の本の利用をさらに促進することはもちろん、“あまり利用されていないけれど実は面白

い本”と利用者を結びつけることを意図した展示作成を行っています。

３　広報活動

★テーブル展示

入口近くのテーブル

の一部を使って、数冊

の本を展示するミニコ

ーナー。1～2か月程度

で別のテーマに変更。

[今年度取り上げたテーマ]

５月 音楽×小説

６月 本で考える選挙

７・８月 野球特集

９月 体育大会（競技に関係する本の展示）

10月 落語の世界

11月 新海誠監督作品

12月 辻村深月作品特集

★廊下の掲示板に、新着図書の表紙を

カラーコピーしたものを掲示していま

す。「廊下に貼ってあるあの本が読み

たい」と言ってくる生徒が多くいます。

★月１回程度、図書館だより

「Bibliothek」を発行し、新

着図書や生徒のおすすめ本

の紹介、図書館や図書委員

が行うイベントの情報など

をお知らせしています。

通信制の生徒や科目履修生

が来館した際にも見られる

よう、バックナンバーは館

内に掲示しています。

★書架の横にカラーボックスやラックを置き、

話題の本や季節の本を展示。

[今年度取り上げたテーマ]

・「おもしろい本な～い？」

（福島県高等学校司書研修会作成ブックリストより）

・「こんな本、置いてます」（十進分類法の説明）

・「納涼本」

・「オータムブックフェア～秋に読みたい本～」

・「本のおみくじ」

★その他常設コーナー

・萌世生の好きな作家

ベスト５

・アニメ化された本

・実写化（ドラマ・

映画）された本

★Googleクラスルームを

利用して、図書館で実施

するイベントの告知や新

着雑誌のお知らせを配信

しました。図書館利用案

内や蔵書検索のリンクも

貼り、利用者の利便性の

向上を図りました。
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４　授業での活用

　「総合的な学習（探究）の時間」等の授業で、

自分で設定したテーマの研究を行うため、図書館

の資料を利用しています。必要な資料がなければ、

購入または他館の資料を借受して生徒の幅広い要

望に対応しています。

５　図書委員会活動等

　図書委員会は、定時制課程の生徒２４名（昼間主２２、夜間主２）で活動しています。

　主な仕事は昼休み・放課後のカウンター当番の実施です。それぞれの仕事を前期・後期で交代しな

がら行っています。その他に図書館だよりの作成や、夏・冬休み前には「本の福袋」の作成・貸出も

行い、好評を得ました。「校内移動図書館」も実施し、教室の近くで本の貸出も行いました。

持っていく本は図書委員自ら選定しました。

　平成２８年から始めた読み聞かせボランティア活動は、図書委員の希望者と図書委員以外の有志の

生徒による活動です。今年度は近隣の保育園３ヶ所を訪問し、活動を実施しています。

学年はもちろん、昼間主・夜間主というコースも越えて一緒に活動し、本を用いて様々な年齢の方々

とつながり、社会に奉仕することの意義と喜びを体感する機会となっています。

★カウンター当番 ★配架作業 ★校内移動図書館

★本の福袋 ★読み聞かせボランティア活動

読み聞かせボランティア活動受賞歴

・平成29年10月 ボランティア・スピリット賞 コミュニティ賞

・平成30年10月 ボランティア・スピリット賞 コミュニティ賞

・平成31年 1月 郡山市市民活動推進顕彰事業「まちづくりハーモニー賞」

・平成31年

～令和4年 高校生ボランティア・アワード
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